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主な著作
『見えない恐怖　放射線内部被曝』
（旬報社　1470 円）
『放射線被曝から子どもを守る』
（旬報社　840円）
『放射能汚染　どう対処するか』
（花伝社　1500 円）

「チェルノブイリ事故の実態―福島の
放射線被曝をどう考えたらいいのか」

12 13月 日（火）

18時 開場
18時30分～21時

東京しごとセンター
５Ｆセミナー室
（飯田橋駅下車とほ８分　ホテル
エドモント隣り）　資料代500円

内容

主催：とめよう戦争への道！百万人署名運動
〒101-0061千代田区三崎町2-6-7-301
tel.fax.03-5211-5415　million@mqc.biglobe.ne.jp

　政府や東電が「今年中にも放射能の放出は収束する」というウソを並べ
る中、依然として放射能は空中へ地中へ海中へと垂れ流されています。
　除染は本当に有効なのでしょうか。チェルノブイリの国ウクライナでは、
事故後３年経って、除染がうまくいかないことがわかり、除染をあきらめ、子
どものいる家庭の避難を認めました。チェルノブイリが実際どうだったのか
を知り、放射線とどう向き合えばいいのか考えていきましょう。
　被ばくに関する国際的指針を作っている「ICRP（国際放射線防護委
員会）」とはどういう組織なのか。その成り立ちを知り、考えましょう。
　錯綜する情報の中で、私たちは何を選択するのか。「安心」して暮らせ
るために、何を信じればいいのか。ともに学び、考えていきましょう。

第1回（6/29）：鎌仲ひとみさん（映画監督）
第2回（7/13）：成澤宗男さん（週刊「金曜日」編集部）
第3回（7/27）：渡辺美紀子さん（原子力情報資料室）
★簡単な講演録があります。おわけします。
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とめよう戦争への道！百万人署名運動

tel.fax.03-5211-5415
http://million.at.webry.info/

mail: million@mqc.biglobe.ne.jp

日本経団連と野田政権による

■がんばろう！「さようなら原発1000万署名」集会
日時：12月10日（土）午後１時半～
会場：東京・日比谷野外音楽堂
内容：呼びかけ人や福島からのアピール、ほか
デモコース：日比谷野音～常盤橋公園（予定）
主催：さようなら原発1000万人アクション
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憲法審査会の
始動を弾劾する！
憲法審査会の
始動を弾劾する！

辺野古新基地辺野古新基地
PKO派兵PKO派兵

全面改憲を許すな！全面改憲を許すな！

米倉会長 野田首相

　政府・財界が、フクシマと被災地にしている
ことは、まさに見殺しであり、モルモット扱いであ
り、「復興」を資本の食い物にすることだ。人
間としてそこで生活し、労働し、生存する権利
さえ奪い去っている。それは、憲法が保障する
「生存権」や「労働三権」のはく奪だ。

　野田政権は、改憲の国会機関である「憲法
審査会」をついに始動させた。衆議院と参議院
にそれぞれ50人と45人の委員を決め、民主党・
大畠と自民党・小坂を会長に選んだ。国会内
外の改憲派は、首相に独裁権を与える「国家
緊急権」を憲法に明文化することを求めている。
民主党の前原は「集団的自衛権の行使につい
て、憲法解釈の見直しが必要」と言っている。
改憲・戦争に向かって政治が走り出している。

　野田首相は、自衛隊の南スーダン派兵を決め、
武器使用を緩和するためにＰＫＯ法の見直しを
検討している。また、普天間基地の辺野古移設
＝新基地建設の強行や、自衛隊の南西諸島配
備を拡大しようとしている。これらは実質的な九
条改憲のエスカレートだ。

１１月１７日、衆議院で憲法
審査会の審議が本格的に始
まった。憲法審査会とは、
憲法改悪案をつくり、国会
で決める権限を持つ機関
だ。この日は、前衆議院憲

法調査会長だった中山太郎氏（ゴリゴリの改憲派！）の
報告を聞き、各党が意見を表明するものだった。百万
人署名運動は、西川事務局長を先頭に傍聴闘争にの
ぞんだ。憲法審査会での改憲論議、改憲準備を絶対
に許してはならない。


